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グローバ ルに活躍する
若手医師たち

Meeting
世界医師会JDN 10周年記念 
～JDN10年間の軌跡と活動の魅力～

日本医師会の若手医師支援

JMA-JDNとは

今回は、JMA-JDNの若手医師より、2020年に10周年を迎えたJDNについて紹介してもらいました。

Junior Doctors Network（JDN）は、2011年4月の世界医師会（WMA）理事会で若手医師の国際的組織として承
認されました。JDNは、世界中の若手医師が情報や経験を共有し、未来の医療を考えて行動するための画期的なプ
ラットフォームです。日本医師会（JMA）は2012年10月に国際保健検討委員会の下にJMA-JDNを立ち上げました。
これまで若手医師の集まりは学会や医局、地域、NGOなどの枠組みの中でつくられてきました。JMA-JDNは、多
様な若手医師がそれらの枠組みを超えて、公衆衛生や医療分野において自由に自分たちのアイデアを議論し行動でき
る場を提供したいと考えています。関心のある方は検索サイトやFacebookで「JMA-JDN」と検索してみてください。

2020年10月、世界医師会ジュニアドクターズ
ネットワーク（WMA-JDN）が創立10周年を迎え
ました。女性や若手のリーダーが政治・経済界
でも増えつつあるなか、医療界においてJDNも
若手医師であるからこその存在意義を見出すべ
く活動してまいりました。10年前に片手で数え
られる人数で誕生したJDNは、今や全世界 40
か国以上、500名を超える組織にまで成長しま
した。

10周年を迎えるにあたり、WMA-JDN執行部で
はSNSキャンペーン（Facebook: WMA JDN, 
Instagram: wma_jdn, Twitter: @WMAJDN）
やNewsletter特別号を通じて、創設者や先輩
方の熱い想い、JDNの軌跡を振り返りました。
ぜひこの機会にSNSをフォロー、また記事をご
一読いただければと思います。

JDNはその国際性とGlobal Healthへの寄与にお

いて、他若手団体とは異なる特徴を持っています。
Climate Change・Antimicrobial Resistance・
Gender Equity・One Health・Digital Healthな
どに始まるGlobal Healthの課題や、医師のメン
タルヘルス・安楽死・トランスジェンダーなど医
療倫理に深く関わるテーマは、医学教育や臨床
では詳しく勉強する機会は限られると思います。

JDNの活動を通じて、こうしたGlobal Health
の課題に対する認識を深める機会が得られる
だけでなく、実際にWHOなどの国際会議の場
で声明を発表するなど、能動的に寄与すること
ができます。また国際色豊かなメンバーの集ま
るJDNでは、COVID-19のパンデミック下でも、
各国の状況を迅速にシェアすることができました。

10年間で飛躍的な成長を遂げたJDN。現役医
学生の皆さんがJDNの次世代を担ってくれること
を心待ちにしています。

※先生の所属は、寄稿当時のものです。

岡本 真希
WMA-JDN 
Communications Director, 
JMA-JDN国際担当役員

洛和会音羽病院にて臨床研修終了。2017
年よりドイツ留学中。ブランデンブルク心臓
病センター 循環器内科所属。

message

オンライン学会、オンライン会議、オンライン
飲み会!?と、何かと忙しい今日この頃。

［ Facebook ］

ＪＭＡ-ＪＤＮのメーリングリストに参加しよう！メーリングリストには、日本医師会ＷＥＢサイトにある、ＪＭＡ-ＪＤＮのページから登録することができます。研修
医・若手医師だけでなく、医学生の皆さんも大歓迎です。Facebookページでも情報を発信しています。「フォロー」や「いいね」をよろしくお願いします!

information
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医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

※医学生の学年は寄稿当時のものです。

【Facebook】

【WEB】

Group
AEDの普及・啓発を学生から
京都府立医科大学医学部医学科４年　天野 将明

突然ですが、現在日本では毎日およそ200人が
心臓突然死で亡くなっていることをご存知ですか。
AEDが普及したことで一般市民でも電気ショッ
クにより救命できる時代になりましたが、それで
も利用率は依然として低いのが現状です。
そんななか、2014年――AEDが導入されて10
年という節目――に「減らせ心臓突然死プロジ
ェクト」が立ち上がり、さらに2016年には日本
AED財団が設立されました。財団では、AED
の普及・啓発・教育及び訓練に関する取り組み
によって心臓突然死からの救命が当たり前の世
の中となり、健康で安心・安全な日常を確保す
ることを目指しています。
そして2019年から有志の学生もプロジェクトに
協力することになりました。
現在三つのプロジェクトにおいて学生主導で活
動しています。
①倒れている人形に一次救命処置を施すリレー
形式の運動会競技「救命の連鎖」：「心停止の予
防」「早期認識と通報」「一次救命処置（心肺蘇
生とAED）」「二次救命処置」といった一連の
流れを救命の連鎖と呼びますが、これらを小学
校の運動会の競技とすることで小学生が楽しみ
ながら学ぶことを目指して活動しています。
②女性へのAED使用率が低い現状を改善する
ためのプロジェクト「まもるまる」：倒れた人にす
ぐに被せ、被せたまま一次救命処置を行える「ま
もるまる」というシートを開発し普及することで、

女性へのAED使用率向上を目指して活動してい
ます。
③スポーツ観戦中の心臓突然死をゼロにするこ
とを目指したプロジェクト「RED SEAT」：競技
場において心停止で倒れた観客のもとに１分１秒
でも早くAEDを届けるためにRED SEATという
仕組みを導入してもらい、スポーツ観戦中の心
臓突然死をゼロにすることを目指して活動してい
ます。
これらのプロジェクトはすべて学生が考案したも
ので、AED財団の先生方のサポートを受けなが
らそれぞれ普及活動に取り組んでいます。
それ以外にも、財団が取り組んでいる「AED 
N@VI」のサポーターを増やす活動も行っていま
す。
まだ本格的に活動を始めて間もないことに加え、
COVID-19の流行により思うように活動できない
ことが多いのが現状ですが、私たち学生も自分
たちのプロジェクトに取り組んだり、財団での取
り組みに参加することを通じて、財団が掲げる活
動目標に則り、一人でも多くの市民を救うことを
目指していきます。
また、私たちは学年や地域を問わず一緒に活動
を盛り上げていく仲間を探しています。
私たちの活動に興味のある方はぜひご連絡くだ
さい。心よりお待ちしています。

公益財団法人日本AED財団
WEB：
https://aed-zaidan.jp/index.html

救命の連鎖
Facebook：
https://www.facebook.com/aed.
students

まもるまる
Facebook：
https://www.facebook.com/
mamorumaru.aed

RED SEAT
Facebook：
https://www.facebook.com/
RED-SEAT-Project-
101973268206907/

【Facebook】

【Facebook】
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医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

Report

Group

2020 年11月23日（月）、東京にて、「第８回　
慶熙（キョンヒ）大学遠隔鑑別診断」が開催さ
れた。
本企画は「医療を通じてアジア・世界を結ぶ」こ
とを目標に活動し続けるNPO法人KnotAsia主
催の企画。企画発案は同NPO法人代表である
大村和弘医師（東京慈恵会医科大学講師）、市
川剛医学部専門予備校YMS代表。ある症状
を訴える模擬患者に対し、東洋医学と西洋医学、
それぞれの知見から診察をする。東洋医学に関
心を寄せる医師、研修医、医学生が集い、毎回
熱い討論と講義が展開されている。今回は「脱

毛」をテーマとし、大村医師自らが模擬患者とな
った。
本年度は新型コロナウイルス感染症の影響もあ
り、開催が危ぶまれたが、大村医師、市川代表、
そして韓国・慶熙大学の金奎錫（キムギュソク）
教授の「８年目となる日韓交流を、たとえコロナ
禍だとしても絶対に実現する」との熱い想いから、
無事に開催されるに至った。
企画当日は、東京会場に、順天堂大学の金井
晶子医師を中心に、東京慈恵会医科大学の研
修医、日本医科大学の医学生、聖マリアンナ医
科大学の医学生らが集まった。また、Zoomに

て、石川県で研修医
を務める春田侑亮氏、
大分大学の医学生、
慶熙大学の医学生ら
が加わり、模擬診察
を実施。東京会場、
慶熙大学会場、大
分会場がそれぞれの
診察結果を発表した。
その後、金教授、大
村医師が東洋医学・

西洋医学それぞれの立場から講義を行い、東洋
医学の視点からは「六味地黄丸」を内服するこ
とが提案され、西洋医学の視点からは「Minoxidil

（ミノキシジル）」の外用や、これからの「再生医
療」への期待が述べられ、結びとなった。

「医療は国境を越える」――コロナ禍でも情熱を
燃やして活動・研究を続ける医師とその卵が一
堂に会した一夜であった。

第８回 慶熙大学韓医学部 遠隔鑑別診断 東洋医学vs西洋医学　韓医師と日本の医師が「脱毛」対策を徹底討論！　
NPO法人KnotAsia、慶熙大学韓医学部共催

米国内科学会日本支部 若手医師部会 第6回セミナー開催報告　
米国内科学会日本支部レジデント・フェロー委員　練馬光が丘病院 初期研修医１年目　後藤 寿郎

米国内科学会（ACP）日本支部の若手医師部会
（Resident Fellow Committee：RFC）は、2020
年11月21日（土）に第6回RFCセミナーを開催
しました。本セミナーは、内科系各分野の専門
家を講師としてお招きし、講演やACPの生涯学
習教材MKSAP等を用いた「弾丸診断道場」を
通じて、若手医師の臨床能力の向上を図ること
を目的に、年２回程度開催しているものです。
今回のテーマは「GIM×感染症」で、矢野晴美
先生（国際医療福祉大学医学部感染症学教授）
と加藤幹朗先生（筑波大学医学群感染症科）を
お招きしました。今回は新型コロナウイルスの
影響を受けて初のWEB開催となったことで、学
生から若手医師、ベテラン医師まで、全国から
100名以上の方々に熱心にご参加いただき、チ
ャットでも多数の質問やコメントが飛び交う大盛
況となりました。
第１部は、ナイジェリア人の下痢を題材とした、
メッセージ性のある症例検討会で、加藤先生に
コメンテーターを務めていただきました。「非常
に悩ましい症例に出会ったときこそ、培養し薬剤
感受性判定をする」という感染症診療の基本原

則に立ち返ることが大切であるということを再認
識しました。
第２部では、矢野先生から抗菌薬についてレク
チャーをしていただきました。講義内では、「病
態」「微生物」「抗菌薬」の三つを結びつけて考
えることが改めて強調されていました。十分に病
歴を聴取して臨床経過全体を把握し、広く鑑別
を挙げ、想定される微生物と適切な抗菌薬を選
択することを学びました。医学生は症例をベース
としながら薬理機序や微生物といった基礎医学
と臨床医学のつながりを意識し、臨床研修医は
疾患ベースに、専門研修医以降は臨床微生物
学の強化を意識した勉強をしようと具体的なアド
バイスも頂きました。
第３部は、毎回好評の「弾丸感染症道場」です。
米国内科学会公式問題集（MKSAP）を用いて、
取り上げた４題一つひとつに関して先生方から教
育的なコメントを頂き、知らないと解決できない
臨床課題について、参加者の理解もきっと深ま
ったことと思います。
RFCでは、今後も若手医師や医学生がワンラン
ク上の診療を目指せるような、明日からの診療に

役立つ知識やテクニックを学べるイベントを行っ
ていきます。同時に、海外を目指す方々のプラッ
トフォームであり続けられるよう努めます。2021
年6月には、初めての試みとなるACP日本支部
年次総会のオンライン開催が予定されています。
関心のある方はぜひご参加ください。

【日本支部総会】
日時：2021年6月26日（土）～ 27日（日）
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※この頁の情報は、各団体の掲載依頼に基づいて作成されておりますので、お問い合わせは各団体までお願いいたします。

よくあるご 質 問

「医学生の交流ひろば」では、医学生による
様 な々活動の紹介を行っています。掲載をご希
望の方は、ドクタラーゼWEBのフォームもしく
は下記のメールアドレスまでご応募ください。
WEB: http://doctor-ase.med.or.jp/event.html
Mail: edit@doctor-ase.med.or.jp

ドクタラーゼでは、「同世代のリアリティー」「医師への軌跡」
「FACE to FACE」などの医学生が登場する企画に参加して
いただける医学生を募集しています。
興味のある方は、お名前・大学名・学年・参加希望の企画
を添えて、下記のメールアドレスまでご連絡ください。
Mail: edit@doctor-ase.med.or.jp

「医学生の交流ひろば」に
イベント情報・団体紹介を載せたい！

ドクタラーゼの企画に参加してみたい！Q

A

Q
A

※医学生と先生の学年・所属は、取材または寄稿当時のものです。

Group
薬学生がみたcommon diseaseを支えきれない薬局　人と医療の研究室Student Groupのお誘い
人と医療の研究室事務局　神戸学院大学　横山 夏季

私は医療と社会の関わりに関心のある学部生
で構成される「人と医療の研究室（ひとけん）
Student Group」に所属しています。ここでは、
日常のできごとに関連する考察をSlack上で1日
に一つ共有し、研究員からフィードバックを得る
プログラムが用意されています。今回は、本プロ
グラムを活用して私が考えたことを、グループへ
のお誘いにかえてご紹介します。
私は今回、COVID-19渦中で、実習中に毎日マ
スクを着けているためにニキビが急増したという
経験から、肌、つまり皮膚の持つ意義から考察
を始めました。
皮膚は一般に、①外部刺激からの保護②保湿　
③感覚・知覚④体温調節⑤ビタミンDの合成の
五つの働きを持つと言われています[1]。これら
のため、皮膚はその瞬間の体の健康状態を表し
ます。走った後や緊張している時は顔が赤くなっ
たり、逆に顔面蒼白になったりすることもありま
すね。
しかし、皮膚の状態（色調）は必ずしも鋭敏に
全身の状態を反映するわけではありません。例
えば、低血糖時には顔色がほとんど変わらない
ことがあります。インスリン作用不足による高血
糖状態を示す糖尿病患者は、治療薬によって低
血糖発作を起こす可能性があり、冷や汗、動悸
などの症状ならば患者は自分で対処できる場合
もあります。しかし自分で対処できない、つまり
意識を失って倒れてしまったとき、周囲にいる一
般の人はどのような行動をとるでしょう。
息は？ AEDが必要？ 救急車！ 真っ先にこん
な行動をとる人が多そうです。もちろん迅速な救
急要請は正解です。しかし、「もしかして低血糖？ 　
ブドウ糖・飴！」とまで考えられる人はどのくらい
いるでしょうか。実は、（特に高齢者や児童などの）

低血糖症状に対して身近な第三者が糖分を与え
ることは推奨されています[2]。
日本の糖尿病有病者は約1,000万人いると推定
されています[3]。しかし糖尿病という疾患につ
いて聞いたことはあっても、実際の症状や処置
を知っている人はほんの一握りで、一般に病気
のことは周りに当事者がいて初めて学ぶことが
多いです。例えば、東京都の教育実習資料では、
アレルギー疾患への対応、ADHDや不登校並
びにいじめ問題等への目標は掲げられていますが、
低血糖症状への対応については特に明記されて
いません[4]。 低血糖は最悪の場合、昏睡・死
亡に至るものの、その症状や対処については十
分な学習の機会が与えられていない可能性があ
ります。
様々な緊急処置を社会にわかりやすく普及する
のは医療者の役割でもあります。心停止に対す
るAED、アナフィラキシーに対するエピペンなど
は啓発により随分世の中に浸透してきました。

「薬剤師も低血糖の対応について啓発に参加
すれば良い」と思うかもしれません。しかし私
は、実務実習で保険薬局の苦しい現状を目にし
ました。病院のカルテも見られずに診断名もわか
らないまま治療方針を把握しなければならず、頼
れる情報源は、処方箋と患者の話しかありませ
んでした。それに、「薬を自宅まで届けてほしい」

「残薬調整をしてほしい」など、とにかく担当す
る業務が多いのです。そのようななかでは啓発
活動に十分に時間を割くことは難しいように感じ
ました。
私はこの一連の考察から、実習生の目から見た
実際の臨床現場を積極的に発信していこうと考
えました。学生には、実習を通して医療現場に
いながらも、世間一般の価値観とも近い、独自

の強みがあるのかもしれません。
「人と医療の研究室Student Group」では、こ
のように日々の事柄から研究員のフィードバック
をもらいつつ考察を深め、寄稿などの機会を得
ることができます。メンバーを募集中ですので、
お気軽にご連絡ください。

Facebook：
https://www.facebook.com/hitoken.info/
Twitter：@hitoken_info
Email：hitoken.contact@gmail.com

【参考文献】
（最終閲覧2020/9/17）
[1]薬がみえるvol.2, メディックメディア, 2015年
[2]重篤副作用疾患別対応マニュアル 低血糖, 
厚生労働省, 2011年
https://www.mhlw.go.jp/topics/2006/11/dl/
tp1122-1d17.pdf
[3]糖尿病の患者数・予備軍の数　国内の調
査統計, 糖尿病ネットワーク, 2017年, https://
dm-net.co.jp/calendar/chousa/population.
php
[4]東京都教職課程カリキュラム3章教育実習, 
東 京 都 教 育 委員 会, 2018 年 , https://www.
kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/staff/personnel/
training/files/teacher-training-course_
curriculum/c04.pdf

【Facebook】 【Twitter】
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重堂 多恵

外山 尚吾
No.30

大学入学時よりCIK（地域医療
を語る会）とMed-Edu（道内各
地の小中高生へ健康教育を行う
団体）で活動。大学3年以降は
学外にも活動の幅を広げ、ワー
クショップの企画運営、書籍や
WEBメディアでの執筆等を経験
した。臨床実習を経て現在は病
理医を志している。将来は他科
の医師と異なる視点で臨床に携
わり、医療に貢献していきたい。

重堂 多恵
（旭川医科大学６年）

profile

外
山
（
以
下
、
外
）：
重
堂
さ
ん
と

は
全
国
各
地
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で

よ
く
お
会
い
し
ま
し
た
ね
。
ど
の
よ

う
な
思
い
で
積
極
的
に
学
生
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
の
で
す
か
？

重
堂
（
以
下
、
重
）：
私
は
高
校
時

代
か
ら
地
域
医
療
に
興
味
が
あ
り
、

地
域
枠
で
の
入
学
を
考
え
て
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
、
医
師
に
な
っ
た
ら
人
生
を

す
べ
て
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
、
恐
怖
心
さ

え
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
そ
の
恐
怖
心
は
、
入
学
後

に
参
加
し
た
地
域
医
療
関
連
の
学
内

活
動
に
よ
っ
て
払
拭
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
犠
牲

に
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
と
し
て
、
誇
り

を
持
っ
て
医
療
に
取
り
組
め
ば
い
い

と
先
輩
医
師
か
ら
学
ん
だ
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
地
域
枠
学
生
へ
の

偏
見
を
な
く
し
た
い
と
い
う
思
い
も

あ
り
、
学
外
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
す
る

と
、
地
域
医
療
に
携
わ
る
に
し
て
も
、

厚
生
労
働
省
で
働
く
、
連
携
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
な
ど
、
様
々
な
方
法

各
方
面
で
活
躍
す
る
医
学
生
の
素
顔
を
、
同
じ
医
学
生
が
描
き
出
す
こ
の
企
画
。

今
回
は
対
談
形
式
で
お
送
り
し
ま
す
。
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※医学生の学年は取材当時のものです。

2020年8月、卒前医学教育に
おける人文学・社会科学の扱
いについて調査した原著論文を、
筆頭著者として執筆し、『医学
教育』誌上に掲載された。現
在は、医学生が医師になりゆく
過程を教育学的・文化人類学
的な知見から明らかにする研究
に取り組んでいる。医学とは何
かを問う「医学概論」の現代的
再構成に強い関心を持つ。

外山 尚吾
（京都大学６年）

profile

が
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。
周
囲
の
学

生
を
見
て
「
私
は
こ
の
ま
ま
で
い
い

の
か
」
と
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
様
々
な
興
味
・
関
心
を
持
っ
て

多
様
な
道
を
選
ん
で
い
る
人
が
い
る

と
知
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
に
優
劣

は
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
は
「
普
通
の
医

師
」
を
目
指
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
：「
普
通
の
医
師
」
と
は
？

重
：
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
き
ち
ん
と

対
応
で
き
、
不
快
感
を
与
え
ず
、
い

つ
ま
で
も
謙
虚
な
「
普
通
の
医
師
」

で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
、
簡
単
な

よ
う
で
と
て
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
普
通
の
医
師
」

が
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
存
在
だ
と

感
じ
、そ
う
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

外
山
く
ん
は
ど
の
よ
う
な
関
心
を

持
っ
て
活
動
し
て
き
た
の
で
す
か
？

外
：
僕
は
入
学
当
初
は
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

の
基
礎
研
究
を
志
し
て
い
ま
し
た
が
、

周
囲
の
人
ほ
ど
熱
意
が
な
い
と
気
付

き
ま
し
た
。
か
と
い
っ
て
、
な
し
崩

し
的
に
臨
床
医
に
な
る
こ
と
に
も
疑

問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
１
年
生

の
夏
に
参
加
し
た
僻
地
医
療
実
習
で
、

孤
独
死
対
策
の
見
守
り
活
動
を
見
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
望
ん
で
独
り

で
過
ご
す
人
も
い
る
な
か
、
介
入
が

ど
こ
ま
で
正
義
か
を
考
え
る
ス
タ
ン

ス
に
、
自
分
の
関
心
と
の
近
さ
を
感

じ
、
そ
の
後
の
二
つ
の
志
向
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
一
つ
は
医
学
教
育
、
も

う
一
つ
は
医
療
人
類
学
で
す
。

　

医
学
教
育
分
野
は
、「
ど
う
い
う

医
師
に
な
る
べ
き
か
」
と
い
う
問
い

に
、「
ど
の
よ
う
に
医
学
を
学
ぶ
か
」

と
い
う
切
り
口
で
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き

る
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
学
内
外

で
、
教
員
と
学
生
の
意
見
交
換
を
促

進
す
る
活
動
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
方
に
つ
い
て
は
、
低
学
年
の

頃
は
公
衆
衛
生
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
携
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

次
第
に
自
分
の
関
心
の
対
象
が
マ
ス
・

ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
そ
の
医
療

が
土
台
に
す
る
前
提
そ
の
も
の
を
疑

う
こ
と
に
あ
る
と
気
付
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
に
中
川
米
造
の
「
医
学
概
論
」

に
出
会
い
、
哲
学
・
社
会
学
・
人
類

学
的
に
医
学
を
俯
瞰
す
る
研
究
に
魅

力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
医
学
生
か
ら
医
師
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
自
身
に
つ
い
て
記
録
・
考

察
す
る
人
類
学
的
研
究
な
ど
を
行
っ

た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
自
身
が
医
師

に
な
る
意
味
を
見
出
せ
た
気
が
し
ま

す
。
今
後
は
、
ま
ず
一
人
前
の
臨
床

医
に
な
り
、
そ
の
経
験
を
後
に
研
究

に
つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
。

重
：
私
た
ち
は
「
医
師
に
な
る
こ
と
」

に
葛
藤
を
抱
え
な
が
ら
も
、
自
身
と

向
き
合
っ
た
結
果
、
今
は
臨
床
医
に

な
る
こ
と
に
前
向
き
に
な
れ
た
と
い

う
共
通
点
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

外
：
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
つ
医
学

生
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
れ
だ

け
迷
っ
た
っ
て
い
い
し
、
何
者
か
に

な
ら
な
け
れ
ば
と
焦
る
必
要
も
な
い

と
思
い
ま
す
。
最
終
的
に
自
分
の
道

を
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
。
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